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世親 『五 蘊論』の 無為法に つ い て

　　　　一 世親の 真理観の 変容

荘 崑　木 （釈 　大田）

1． は じめ に

　近年 ， 世 親の 『五 蘊論』の サ ン ス ク リ ッ トの 写本が発見 され ， そ の 校訂本が刊

行 され た
1）
． また ， 安慧釈 『五 蘊 論広釈』の サ ン ス ク リ ッ ト写本 も同時 に発 見さ

れ ， 同 テ キ ス トの 校訂 出版が 待た れ て い る
2）
． 世親作 と され る 著作 群 に お い て ，

『五 蘊論』へ の 直接 の 言及 は 見 られ ない が ， 世親の 作品の
一

つ と して 考察す る こ

と
3）

に 大 きな問題 は 見 られず ， 意味 の あ る こ とで あ ろ う． と くに近 年 『釈軌論』

と 『縁起 経釈』 の 研 究が 進 ん で い る た め ， そ れ らの 研 究成果 を も踏 ま え て ， 『五

蘊論』に 示 され た世親の 考え とその 意図を検証する こ とに は重要 な意義が ある と

考 え ら れ る ． 本稿で は
， 『五 蘊論』 にあ る もの の

， 『倶舎論』 に は見 られ ない
， 「真

如」 を含 め た 「無為法」
4）

に つ い て ， そ の 思 想的 な特徴 を，特 に 世親 の 大 乗仏教

へ の 転向とい う
一

事に 照 ら して 検討を加 えた い ．

2 ． 『倶舎論』の 三 無為 と 『五 蘊論』の 四無為

　世 親は 『倶舎論』 の 第一 章 「界品」 に お い て 「無為法」 を 「虚空 ， 択滅 ， 非択

滅」とい う三 つ に 絞 っ て そ の 定義 を行 っ た
5）
． こ の 三 無為説は有部 の み で は な く，

他 の 部派 に も採 用 され て お り， そ の 成立 は 古 い と考 え られ る ．
一

方 ま た世 親 は，

「五 蘊論』 で は
， さ らに 「真如」

6）
を取 り入 れ ， 「四 無為」

7）
の 説 を立 て た． こ の

四 無為説 は清弁 の 『中観心 論 』 や 『掌珍論』 に も継承 され て い る ，

　 『五 蘊 論』 で 世 親 は， 『倶舎論』の 三 無為説 を よ く纏 め， その 定義 を よ り明確 に

して い る ． こ れ に加 えて 世 親は
， 大乗に転 向 した と い う伝 承 を裏づ け る よ うに ，

『五 蘊論』 で は 阿頼耶 識説 を導入 した
8）

ほ か ， 大乗 の 重 要 な真理 概念 の
一

つ で あ

る 「真如」 もまたそ こ に取 り入れ た の で ある ，三 無為説か ら四無為の 学説 に移行

した こ とで
， 有部の 学説 を後に した と言 え よ う。 こ の 変容 は また

， 『瑜伽 論』の

「摂 決択分」 にお い て ， 明 白に 「真如」 を無為法 と規定す る こ とか ら影響 を受 け
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て い る と考え られる ． た だ し，

一 方 また 世親の 伝記に よ れ ば
， 世親 は 『十地 経』

を聞い て 大乗に転向 した と言われ る が ，
か れ は 『倶舎論』の 「世 間品」にお い て ，

縁起 無為 説 を批判 す る言説を残 して い る
9＞
， それゆ え， 後 述の よ うに ， 世親が 果

た して 縁起 を無為法 とする 『華厳経』 を全体 的 に 受け入 れ た の か につ い て は再考

の 余地が あるで あろ う．

3 ． 「真如」無為の 持つ 意味
一 『釈軌論』 の 法無我 との 繋が り一

　世親の 『五 蘊論』 にお ける 「真如 tathata」の 無為 法の 定義は きわめ て 短い ． チ

ベ ッ ト語訳 か ら見 る と， 訳者は原文の dharm盃O知 dha  at酬 諸法法
’
性 chos 　mams 　kyi

chos 　nyid ） と dha  anair 盃tmyam （法無我 性 chos 　bdag　med 　pa　nyid ） を並 列 して （dang）

理解 した よ うで あ る． こ の よ うな真如 の 定義が ど こ に 由来す る の か を探 る の は
，

世親 の 大 乗転 向後の 思想 変容 を理 解す る
一助 となる ． そ の 中で も， 『瑜伽論』 の

「五 事」説内の 真如説 と 『釈軌論』の 法 無我 説
1ω

とは非常に重要な関連性 を示 し

て い る．

　まず 『瑜伽 論』 は ， 「本地分 中聞所成地」 （巻＋三 ）に お い て ， 「五 事」， 「二 空」，

「二 無我」 を一
連で 挙げ ， 論 じて い る

ll）
． こ の 「聞所 成地」 の 五事 と二 空 と二 無

我 の 関係 を考え合 わせ る と ，
五 事 の 中の 厂真如」 は

，
二 空内の 法空 性 と二 無我 内

の 法無我性 に通 じる と言 える．世 親は 『縁起経釈』 の 「無 明支 」 に お い て ，瑜伽

行派の 論説に 言及 して い る こ とを勘案する と
12）

，
こ の 「聞所成地」につ い て も目

を通 して い た と考えて よ い で あ ろ う． さ らに また
，

こ れ は恐 ら く 『楞伽経』 な ど

の 教義 に も関連 して い るで あろ う． なぜ な ら ， 『釈軌論』 はす で に 「真如」の 言

葉 を含む 『楞伽経』の 偈頌 を引用 して お り
13）

， その 関連の 教義 を世親が理 解 して

い た と考 え られ る か らで ある． 『釈軌論』は また
， 『転有 経』

14）
を 引用 して 「諸法

の 法性 」
15）

とい う句を提示 して い る． 『転 有経』 は ， 『瑜伽 論』 の 「菩薩 地 」「真

実義品」
16）

に も引か れ ， 考察が加 え られて い る． さ らに また， 『瑜伽 論』 厂摂決択

分」の 菩薩地解釈 に お い て
， 「三 性 」 と と もに 「五 事」 が 主 要 な テ ー マ と して 詳

論さ れ て い る． 真如 に つ い て の 世親 の 理解 は
，

こ の よ うに 『瑜伽 論』 「本 地 分 」

菩薩地 と 「摂決択分」菩薩地の 論議 に従 うもの と考 え られ る
17）

． また 「摂決択分」

に よる と
， 「真如」 は実性 ， 諦性 ， 無顛倒性 ， 不 顛倒性 ， 無戯 論界 ， 無相 界 ， 法

界 ， 実際 などを異名 とす る
18）

． こ の ように， 『五 蘊論』の 真如無為説は ， 『瑜伽論』，

『楞伽 経』， な らび に 『解深密経』
19）

の 流 れ に近 い こ とが 窺える．
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4 ． 縁起と真如
2°）

　『華厳経』「十無尽蔵 品」 倦 二 十
一）第五 の 「聞 （多聞）蔵」 は ， 「縁 起」 を無為

法 とする 「六 無為」説を挙げて い る
21）

． 澄観の 『華厳経疏鈔』
22）

は また ，
こ の 箇

所 を註釈 す る 中で
，

従 来 の 無 為説 を纏 め て い る． そ して 「縁 起」無為説 につ い て

は， そ の 主 張 を もつ 複数の 学 派名 を列挙す る． す な わ ち， 分別論者， 大衆部，
一

説 部 ， 鶏胤 部 ， 化地 部 ， 説 出世 部 な ど で あ る
23＞

． 分 別論者 ， 化 地部 は 上 座 部 の

支派 で ある が
，

一 説部 ， 鶏胤 部 ， 説 出世部 な どは 大衆部 の 支派 と考 え られ る ． こ

れ らの 部派 は 有部系 以外 の 上 座 部 と大衆 部が ほ ぼ 大 半 を占め て い る こ とか ら も，

縁起 無為の 主 張 は か な り流行 っ て い た と言 え よ う． 『華厳経』 に おけ る 六 無為説

は ， そ こ に独 自性が ある として も， 縁起無為 とい う点 は化地 部な ど に近 い ． また

真如に 関 して は ，
こ の 『華厳経』 の 六 無為に 含 まれ て い な い が ， 「十 回 向品」の

「真如回向」に お い て は ， 真如 に 関 して 詳細な 定義が 与 え られ て い る
24）

．
一

方 ，

『瑜伽論』の 「菩薩 地』 な ど に も， 真 如 に 関す る 詳 しい 論議 が 現 れ る
25＞

． い ずれ

も大乗 一 般 に 真如 が そ の 教義 の 中核 を 占め て い る こ とを例 証 して い る ． こ の 点

は
， 『倶 舎論』 の 中で 「真如」 の 語 が

一
度 も用 い られ て い な い こ とに 照 ら し

， 注

目さ れ よ う．

　前述 の よ うに
， 世親 は 『倶舎論』の 「世間品」 に お い て 縁 起無為 を批 判 して お

り， 大乗 に 転向 した 後 も， 縁起 を無為法に位 置づ ける こ と は しなか っ た．
一

方 ま

た世親 は ， 『五 蘊論』に お い て は真如 を無為の
一

つ に加 え ， 四無為説 を提示 した．

こ の よ うに ， 大 乗に転向 した 世 親 に と っ て ， 「真如」は ， 『菩薩地』 等の 初 期 瑜伽

行派の 教理 に基づ く， 大乗教義の 重要な核心の
一

つ で あ っ た と見る こ とが で きる ．

　た だ し世親 は
， 『縁 起経釈』の 最終 章 に お い て 法性 を論 じて い る が

26）
， 縁 起 を

無為 と見 る こ と は ない ． 『五 蘊論』や 『三 十頌』 な どに お い て も， 瑜伽行 派 の 八

無為 や化 地部の 九 無為 ， ある い は 『華厳経』 の 六 無為説をそ の まま鵜呑み に して

は い ない ． それ は ， 真如 を三 つ （善法真如
・
不善法真如

・
無記法真如）に 分け て 立 て

る の が 相 応 しい か ， また 禅 定の 特 定の 段 階 （不動，想受滅 ） を無為法 に分 類 す べ

きか とい っ た 問題 に つ い て
， 世親 自 らの 教義理解 が 批判 的に 働 い て い た ため と考

え られ る．

1 ）PSk （Li　Xuezhu 　and 　Emst 　Steinkellner［2008］）．漢訳 の 安慧作 とされ る 『広五 蘊論』（大

正 蔵 no ．1613，地 婆訶羅訳）には著者問題 （『梵語仏 典の 研 究 皿 論書篇』 372頁 ， 註
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　 330）が残 されて い る ．

2 ）　Kfamer 匸2008］．

3 ）室寺義仁 氏 は識 な ど の 問題 につ い て 『縁起経釈』 と 『五 蘊論』 を考察 し，両者の 先

　後関係 を論 じた （室寺義仁 ［2000；2010］）． こ の 問題 は
，

『縁起 経釈』の 「名色支 」か

　 ら見 る と，同 じ世 親作 の 『五 蘊論 』が 『縁起経 釈』の 名色 に関 する五蘊説の 不備 を補 っ

　て い る とい う関係 もうか が える た め ， その 限 りで は 『五 蘊論』 を世親の 『縁起経測

　 以 降の 作品 と位置づ ける こ とが で きる ．

4 ）「無為法」の研 究に 関 して
， 水 野弘元 匚1997： 407−424］ （「無為法 に つ い て 」）参照．

5 ）斎藤明他 ［2011：190−200］参照 ．

6） 〔Paficaskandhaka　th文〕tathata　katama！　yE　dharman5Tp　dharmata　dharrnanaifatmyam！／（Li

　and 　Steinkellner　［2008： 19
，
7］）

　 〔漢訳〕云 何真如．謂諸法法性．法無我性． （『大乗五 蘊論』大正 vol．31，850a23）

　 〔チ ベ ッ ト語訳 〕de　bzhin　nyid 　gang　zhe 　na1 　gang　chos 　rnarns 　kyi　chos 　nyid 　dang1　chos 　bdag

　med 　pa　nyid 　do〃 （Phungpo 　lnga　’i　rab 　tu　byedpa ，　P　si　l7b5，　D 　shi　l6a5）

7）A 『倶舎論』 の 三 無為 ：AKBh 　3，16−19，　Chap．1；玄奘訳　大正 vol ．29
，
　lc2−3，11− 12；

　真諦訳　大正 vol ．29，162b7−9； チ ベ ッ ト語訳 Pgu 　29b2−3，　D ・kU・28a3−4．

　　B 　Pafieaskandhaka の 四無為 ； Li　and 　Steinkellner［2008； 18，
　I　l− 13］；漢訳 『大乗五蘊論』

　大正 vol ．　31，850a18−19；チ ベ ッ ト語訳 Phung 　po　lnga’i　rab 　im　byedpa
，
　P　si　17b3，　D 　shi 　16aS．

8）室寺義仁 ［2000］参照．

9）楠本信道 ［2007： 123− 126］参照． 『倶舎論』 に お ける 「餘部 の諸 師」 （nik5頻ntariyah
，

　AKBh 　137，　15）とは ， 称友釈 に よる と， 「聖化地部」 （aryamahiSZIsakah，　AKVy 　294， 3）に

　 なるが ， 『光記』や 『宝疏』 （仏教大系 『倶舎論』二
，
318頁）などには

， 「分別論者」（分

　 別説部 ， 『婆沙論』巻二 十三の 説）お よび 「大衆部」 （『異部宗輪論』 の 説） な ど （の 縁

　 起無為説） とされ て い る．

10）堀内俊郎 ［2009： 100− 170］．

11）大正 vol ．30，
　345b19−22．こ の 箇所 の 原文は すで に Schnithausen氏 に よ っ て 公表 され

，

　 さ らに 堀内俊郎 ［2009： 123コに 引用 され て 『釈軌論』 との 関連 性 が示 され て い る．

12）楠本信道 匚2007： 236，fU．　702］参照． 『瑜伽論』 と全 く関連性 の な い こ と も論 じられ

　 て い るが，徳慧の 「縁起経釈広註』 の言及 に よ り，瑜伽行派の 無着の 論説 との 関連性

　が あ っ た と考え られ る．

13）堀 内俊郎 ［2009： 17−26
，
　224−225

，
265−267

，
320−321

，
354−356］． こ こ に 引用 され る 『楞

　 伽経』の 151偈他 に 真如 （tathata）が 論及 されて い る ，

14） 『転有経』 に 関 して は ， 袴谷憲昭 ［2001：252−293］， 江 島惠教 ［2003：521−542］等 を

　 参照．

15）堀内俊郎 匚2009： 145−152，234−235， 332−333］参照 （特 に 332頁の 註 208）．

16）「真実義品」の 校訂お よ び訳注研 究は 高橋 晃
一

［2005］に 譲 る．

17）『瑜伽論』「菩薩地」の 「真実義品」（巻三 十六 ，大正 vol ．30， 487b18−21）におい て ，

　法無我 と真如 との 関連が論 じられ る．

18） 『瑜伽論』巻七十二
， 大正 vo1 ．30， 697b29−c2 ．

19）袴谷 憲昭 ［2001： 665−688］参照． と くに 677頁 に は， 『解深密経』を引用 して い る が，
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　 こ こ の 論議 に近 い ．

20）袴 谷憲昭 ［1989：88− 108］で は
， ち ょ うど 「縁起 と真如 」 とい うタイ トル の 考察が行

　 われ て い る ．

21） 『八
．
卜華厳』巻 二 十一

，大正 vol ．10，
112blO−11．「何等為無為法．所謂虚 空 ・涅槃 ・

　 数縁 滅 ・非数縁滅 ・縁起 ・法性住．」

22）『華厳経疏鈔』第四冊 ， 巻三 十三 ，42−54 頁．

23） 「華厳経疏鈔』第四冊，巻三十三 ，47頁参照 ．「分別論者 ・大衆 ・一説
・
鶏胤 ・

化地 ・

　説 出世部 ，皆立 十二 縁起以為無為．彼意以 其次第作縁 t 恒無 雑乱 故説 為常．有仏無仏 ，

　 此法 自爾，名 日無為．」

24）特 に，大正 vol ．10，163a1−164b2．十回向の 第八 「真如回向」の 旧 来の 註釈 に関 して
，

　 澄観の 『華厳経疏鈔』 第五 冊，巻三十九，39−84頁参照．

25） 『瑜伽論』 にお ける 「真如」の 論議 に 関 して は ， 別途 に考察する 必要が ある ．

26）松 田和信 ［2005］参照．
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